
日本医労連は、４月１８日を「第２次産別統
一行動日」に設定。ストライキなどの戦術強
化を含めた行動日とし、全国で様々な行動を
展開しました。ご報告いただいた中から、一
部をご紹介します。

回
答
集
約
状
況

24
春
闘
で
の
賃
上
げ
要
求
に

対
す
る
4
月
16
日
時
点
の
回
答

集
約
状
況
は
、1
9
1
組
合（
39

・
5
％
）が
回
答
を
引
き
出
し
、

そ
の
う
ち
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
回
答

は
56
組
合
（
昨
年
4
月
17
日
時

点
2
1
2
組
合
・
ベ
ア
54
組

合
）
、
定
期
昇
給
含
む
パ
ー
ト

の
賃
上
げ
回
答
は
71
組
合
で
、

ベ
ア
回
答
は
41
組
合
で
す
（
昨

年
4
月
17
日
時
点
77
組
合
・
ベ

ア
38
組
合
）
。

回
答
額
平
均
で
は
、
ベ
ア
4

0
9
9
円
、
基
本
給（
定
昇
込
）

5
6
5
4
円
、
全
体（
手
当
込
）

5
8
3
2
円
と
な
り
、
昨
年
最

終
到
達
と
比
べ
基
本
給
で
5
5

6
円
、
全
体
で
6
0
8
円
上
回

る
到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
春
闘
共
闘
（
4
月
18
日

時
点
）
と
の
比
較
で
は
、
賃
上

げ
額
（
単
純
平
均
）
7
9
5
4

円
で
2
3
0
0
円
低
く
、
賃
上

げ
率
で
0
・
77
％
低
い
状
況
で

す
。日

本
医
労
連
で
は
、
春
闘
最

終
盤
の
意
思
統
一
を
行
う
場
と

し
て
、
5
月
9
日
夜
に
臨
時
の

拡
大
組
織
代
表
者
会
議
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
（
詳
細

は
発
第
1
8
3
号
）
。
春
闘
最

終
盤
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

粘
り
強
く
交
渉
を
行
い
、
必
ず

ベ
ア
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

東海北陸ブロックは、各県の代表者計15人が愛知県に
集結。愛知県庁で記者発表を行い、春闘の回答状況と現
場実態を報告しました。その後、人事院中部事務局への
要請行動とＪＲ名古屋駅前で署名宣伝行動を行いまし
た。1時間弱で「大幅増員・夜勤改善署名」を46筆集約
しました。

秋田県医労連は、県知事宛に要請書を提出。ベースアッ
プ評価料が県内対象全医療施設で実施されるよう取り組
みを行うことや、今日における物価高騰や人件費増を補
えるだけの診療報酬・介護報酬の抜本的引き上げのため
の臨時改定を国に要請すること等を県に要請しました。
後日、県との懇談とその後に記者発表も設定予定です。

4
月
18
日
、
日
本
医
労
連
は
自
治
労

連
と
厚
労
記
者
会
に
て
共
同
記
者
発
表

を
実
施
。
報
道
機
関
8
社
が
取
材
に
訪

れ
、
厚
労
省
か
ら
2
人
が
傍
聴
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
・
油
石
博
敬
書
記
次
長

は
、
24
春
闘
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、

「
世
間
で
は
5
桁
の
賃
上
げ
が
行
わ
れ

て
い
る
中
、
医
労
連
で
は
現
時
点
で
5

桁
の
賃
上
げ
報
告
は
3
組
織
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
」と
訴
え
、政
府
が
言
う
よ
う

な
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
状
況
に
は
な

っ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
・
森
田
進
書
記
長
は
、

回
答
が
先
送
り
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
触
れ
、1
法
人
内
に
対
象
・
対
象

外
の
労
働
者
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で

不
平
等
に
な
る
と
賃
上
げ
を
躊
躇
し
て

い
た
り
、
次
の
改
定
で
評
価
料
が
な
く

な
る
懸
念
か
ら
ベ
ア
で
は
な
く「
手
当
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

い
と
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、看
護
師
の
入

退
職
動
向
調
査（
中
間
結
果
）に
触
れ
な

が
ら
、
不
十
分
な
賃
上
げ
状
況
が
続
く

と
離
職
者
増
と
入
職
者
減
が
続
き
、
コ

ロ
ナ
禍
の
人
手
不
足
で
繰
り
返
し
て
し

ま
っ
た
医
療
・
介
護
崩
壊
が
ま
た
起
こ

り
え
る
と
強
い
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
国
の
責
任

で
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
追
加
の
支
援
策
が
必
要

と
訴
え
ま
し
た
。

熊本県医労連は、熊本県庁で「看護職員の労働実態調
査」（県内924人分集約）結果を記者発表しました。県医
労連・田中直光書記長は、「看護職を魅力ある職業にす
るために診療報酬の引き上げで賃金を上げる必要があ
る」と訴えました。報道機関3社が取材に訪れ、地元紙
やネットニュース（動画）で報道されました。その後、
署名宣伝行動を実施。30分で「大幅増員・夜勤改善署名」
を44筆集約しました。

大
河
ド
ラ
マ

「
光
る
君
へ
」
は

平
安
時
代
の
物
語

で
あ
る
。
舞
台
と

な
っ
て
い
る
平
安

時
代
頃
か
ら
結
婚

が
社
会
制
度
と
し

て
整
い
は
じ
め
「
家
」
と
言
う
概

念
が
生
ま
れ
、
女
性
は
朝
廷
で
は

な
く
家
を
支
え
男
女
分
業
が
は
じ

ま
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
段

々
と
男
女
差
別
の
意
識
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
▼
4

月
か
ら
の
朝
ド
ラ
は
日
本
初
の
女

性
裁
判
所
長
、
三
淵
嘉
子
さ
ん
を

モ
デ
ル
と
し
た
物
語
。
令
和
4
年

の
法
曹
界
で
働
く
女
性
の
割
合

は
、
弁
護
士
19
・
6
％
、
裁
判
官

23
・
7
％
、
検
察
官
19
・
8
％
。

依
然
と
し
て
男
女
格
差
が
大
き

い
。
朝
ド
ラ
で
凛
と
自
分
の
意
見

を
言
う
主
人
公
を
清
々
し
い
気
持

ち
で
私
は
見
て
い
る
。
先
進
的
な

考
え
を
持
つ
父
か
ら
「
た
だ
普
通

の
お
嫁
さ
ん
に
な
る
な
、
何
か
専

門
の
仕
事
を
持
ち
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
生
き
て
い
く
主
人
公
▼
昭
和

末
頃
ま
で
25
歳
ま
で
に
結
婚
し
な

い
人
を
「
売
れ
残
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
」
に
な
ぞ
ら
え
る
風
潮

が
あ
り
結
婚
と
共
に
退
職
。
ま
さ

に
私
も
売
れ
残
り
ギ
リ
ギ
リ
で
結

婚
し
た
事
を
思
う
と
三
淵
さ
ん
は

信
念
を
貫
い
た
人
生
だ
っ
た
に
違

い
な
い
▼
戦
後
男
女
平
等
宣
言
を

し
た
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た

後
、
三
淵
さ
ん
は
「
私
は
男
女
差

別
が
あ
る
時
代
に
育
っ
た
せ
い
か

建
前
論
を
主
張
す
る
よ
り
は
女
性

が
実
績
を
上
げ
て
社
会
を
納
得
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
言
っ
て

い
る
▼
昨
今
や
っ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
全
労
連
は
2
0
2
2
年
第
31

回
大
会
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言

を
採
択
し
て
い
る
。

〈賃上げ回答状況（単純平均）〉 4月16日現在

基本給（定昇込）
率

2．24％
3．01％

※国民春闘共闘は4月18日現在

額
5，654円
7，954円

日本医労連
国民春闘共闘

２４春闘

粘
り
強
い
交
渉
で
ベ
ア
回
答
引
き
出
し
を

すべてのケア労働者の処遇改善を
日本医労連・自治労連 共同記者発表日本医労連・自治労連 共同記者発表
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次
産
別
統
一
行
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産
別
統
一
行
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若
手
が
奮
闘
！

青
年
部
活
動
の
楽
し
さ
伝

え
て
加
入
が
ぞ
く
ぞ
く

神
奈
川
・
川
崎
医
療
生
協
労
組

で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内

の
1
時
間
で
、
組
合
・
共
済
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
会
の
中

で
は
若
手
職
員
か
ら
、
青
年
部
活

動
の
紹
介
や
全
国
ア
ク
ト
の
様
子

な
ど
組
合
の
楽
し
さ
も
伝
え
、
多

く
の
先
輩
職
員
か
ら
の
歓
迎
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
も
流
し
、
25
人
中
15

人
が
加
入
し
ま
し
た
。
同
じ
く
神

奈
川
・
横
福
協
労
組
で
は
、
新
人

職
員
教
育
の
一
環
と
し
て
組
合
説

明
の
時
間
を
保
障
し
て
も
ら
い
、

開
催
。
組
合
の
役
割
を
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
青
年
部
か
ら
も
3

人
参
加
し
、
全
国
ア
ク
ト
の
様
子

や
県
内
で
開
催
予
定
の
新
歓
企
画

に
さ
っ
そ
く
お
誘
い
し
、
そ
の
場

で
参
加
表
明
も
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
の
や
り
方
を
学
ん

で
実
践
！
１０
人
が
加
入

愛
知
の
名
古
屋
リ
ハ
ビ
リ
事
業

団
労
組
は
、
4
月
1
日
に
新
人
向

け
に
組
合
説
明
会
を
開
催
し
、
新

入
職
員
と
中
途
採
用
あ
わ
せ
て
10

人
が
加
入
し
ま
し
た
。
昨
年
4
月

に
全
医
労
や
名
市
大
の
組
合
説
明

会
に
参
加
し
、
説
明
・
お
誘
い
の

仕
方
を
体
験
。
今
年
は
そ
の
経
験

を
活
か
す
形
で
説
明
会
を
開
催

し
、
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

昼
休
憩
に
先
輩
も
参
加
し

て
組
合
説
明
。
短
時
間
で

２１
人
中
２０
人
加
入

全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
労
組
京
都
鞍

馬
口
支
部
は
、
4
月
2
日
の
新
人

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
昼
休
憩

に
組
合
説
明
を
実
施
し
、
21
人
中

20
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
法
人

側
が
配
布
し
た
資
料
に
も
労
働
組

合
の
説
明
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を

上
手
く
活
用
し
な
が
ら
説
明
を
行

い
、
多
数
の
加
入
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

京
都
作
成
の
「
え
ー
や
ん

！
労
働
組
合
」
各
地
で
大

活
躍京

都
医
労
連
は
、
労
働
組
合
説

明
用
の
動
画
と
し
て
「
え
ー
や
ん

！
労
働
組
合
」を
作
成
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
説
明
会
で
活
用
さ

れ
、
短
時
間
で
わ

か
り
や
す
い
動
画

と
評
判
で
す
。「
え

ー
や
ん
！
労
働
組

合
」
で
今
す
ぐ
検

索
。

第
２
・
第
３
の

取
り
組
み
を

こ
の
間
、
最
初

の
取
り
組
み
で
加

入
に
つ
な
が
ら
な

く
て
も
第
2
・
第

3
の
と
り
く
み
で

加
入
に
至
っ
た
経

験
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
職

場
で
の
再
度
の
声
掛
け
や
医
労
連

共
済
や
ろ
う
き
ん
・
給
与
明
細
の

見
方
の
説
明
会
な
ど
を
設
定
し
、

対
話
を
軸
に
加
入
の
呼
び
か
け
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

２４
新
歓
も
い
よ
い
よ
後
半
戦
。
日
本
医
労
連
に
届
い
て
い
る
報
告
で
は
３

３
０
０
人
の
新
入
職
員
が
医
労
連
の
な
か
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

新
人
加
入
１
０
０
％
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

労働者教育協会が2024年度の勤労者通信大学受講生の募
集を開始しています。勤労者通信大学は、労働者を対象と
した「物の見方・考え方」「社会や経済の仕組み」「現代
社会と社会変革の道すじ」「労働組合運動の法則的発展」
を科学的な視点で学ぶ学習教材です。
2024年度は、「基礎理論コース」「入門コース」「労働
組合コース」の3コースが開校されます。

各コースの概要

●基礎理論コース
「科学の目」と「変革の精神」をはぐくむ科学的社会主
義の基礎理論を学びます。社会のしくみや法則を体系的に
学び、未来社会への展望をつかみます。

●入門コース
人間の社会にも発展の法則性があることを学び、「誰も
が人間らしく生きられる社会」実現の手がかりをつかみま
す。生き方と社会についてともに考え、あきらめない生き
方を切り拓きます。

●労働組合コース
「働くとはどういうことか」「労働組合とはどのような
組織か」から、労働者の権利、要求、たたかいの基本まで
体系的に学べます。労働組合の基礎を学びたいという若手
・新役員から、さらに力をつけたいベテランの方にもおす
すめです。

受講の申し込み・お問い合わせは勤労者通信大学（労働者
教育協会）までお願いします。

勤労者通信大学
〒113―0034東京都文京区湯島2‐4‐4平和と労働セン
ター5階
ＴＥＬ：03‐5842‐5644 ＦＡＸ：03‐5842‐5645
Ｅ‐ｍａｉｌ：kin@gakusyu.gr.jp

全
労
連
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
介
護
を
良
く
す
る
ア
ク
シ

ョ
ン
月
間
」
（
以
下
、
ア
ク
シ
ョ

ン
月
間
）
が
5
月
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。24
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、

全
体
で
1
・
59
％
の
改
定
と
な
り

ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
の
解
消
、
処
遇
改
善
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
訪
問
介
護
の

基
本
報
酬
は
引
下
げ
、
ヘ
ル
パ
ー

不
足
や
事
業
所
倒
産
な
ど
に
拍
車

を
か
け
る
内
容
で
す
。

利
用
者
と
介
護
従
事
者
の
権
利

が
守
ら
れ
る
介
護
職
場
に
す
る
た

め
、
処
遇
改
善
と
大
幅
増
員
を
求

め
て
旺
盛
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

【
取
り
組
み
の
目
的
】

・
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
反
対
、

利
用
者
本
位
の
制
度
の
実
現
を
訴

え
る

・
介
護
労
働
者
の
労
働
実
態
を
訴

え
、
処
遇
改
善
・
人
材
確
保
の
必

要
性
を
世
論
化
す
る

・
未
組
織
介
護
労
働
者
に
対
し
て
、

労
働
組
合
へ
の
加
入
を
促
進
す
る

【
取
り
組
み
期
間
】

2
0
2
4
年
5
月
1
日
〜
5
月

31
日

【
取
り
組
み
の
具
体
化
】

署
名
宣
伝
行
動

社
保
協
や
介
護
を
良
く
す
る
会

な
ど
、
地
域
の
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
共
同
し
て
、
街
頭
で
介
護
の

魅
力
や
現
場
の
実
態
を
訴
え
、
ア

ピ
ー
ル
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
署
名

6
月
3
日
に
中
央
社
保
協
が
予

定
し
て
い
る
署
名
提
出
行
動
に
向

け
て
署
名
宣
伝
行
動
な
ど
を
旺
盛

に
展
開
し
て
署
名
を
積
み
上
げ
ま

し
ょ
う
。

要
請
書
・
一
言
カ
ー
ド

署
名
提
出
行
動
時
に
、「
訪
問
介

護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護

報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
要
請
書
」

を
提
出
し
ま
す
。
ま
た
7
月
に
は

全
労
連
が
「
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
『
ひ
と
こ
と
』
署

名
」
の
提
出
行
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
中
に
労

働
組
合
・
職
場
で
と
り
く
み
ま
し

ょ
う
。事

業
所
訪
問
や
学
習
会

地
域
の
介
護
事
業
所
や
利
用
者

団
体
・
業
界
団
体
を
訪
問
し
、
署

名
の
要
請
や
意
見
交
換
な
ど
を
行

い
、
運
動
へ
の
理
解
・
協
力
を
求

め
ま
す
。
ま
た
職
場
や
地
域
で
、

ミ
ニ
集
会
を
企
画
し
、
情
勢
学
習

や
署
名
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
は
、
介

護
タ
オ
ル
と
セ
ッ
ト
で

介
護
の
未
来
を
変
え
て
い
こ
う

タ
オ
ル
を
1
本
5
0
0
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
日
本
医
労
連
本
部

ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
（
詳
細

は
、
発
1
8
2
号
参
照
）

を良くする
アクション月間
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続
・
２４
新
歓
で
な
か
ま
増
や
し

続
・
２４
新
歓
で
な
か
ま
増
や
し

先輩職員も参加し、組合説明（全Ｊ
ＣＨＯ病院労組京都鞍馬口支部）

介護

勤通大の受講を！
学びを推進力に

名古屋リハビリ事業団労組の新歓

青
年
部
紹
介
を
す
る
若
手
組
合
員

（
川
崎
医
療
生
協
労
組
）
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日本医労連青年協議会は、参加者同士の交流や
体験を通して、全国一律最低賃金制度の必要性を
実感し、最低賃金引上げを求める運動の根拠に確
信をもつため、最低賃金生活体験に取り組みます。
積極的にエントリーお願いいたします。（発174号）

●
実
施
期
間

2
0
2
4
年
6
月
10
日
〜
7
月
9
日
の
30
日
間

●
す
す
め
方

地
域
別
最
低
賃
金
を
も
と
に
算
出
し
た
月
額
か
ら
、
単
身
者
と
し
て
住
居
費
や
社

会
保
険
料
等
の
固
定
費
を
差
し
引
い
た
金
額
で
1
カ
月
間
生
活
を
行
い
ま
す
。
参
加

者
は
専
用
入
力
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
、
1
カ
月
間
の
支
出
を
報
告
し
ま
す
。
実
施
要

項
、
参
加
者
共
通
の
資
料
等
は
随
時
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
体
験
参
加
有
無
を
問
わ
ず
、
情
報
共
有
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ

ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
も
開
設
し
て
い
ま
す
☟

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

左
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
必
要
事
項
を
入
力
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り

最
終

2
0
2
4
年
5
月
31
日

●
エ
ン
ト
リ
ー
後
の
流
れ

エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切
り
後
、
登
録
ア
ド
レ
ス
に
家
計
簿
入
力
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
す
す
め

方
の
案
内
を
送
り
ま
す
。

４月６日～７日、千葉県で２０２３年度済生会病院関係労
働組合全国交流集会が開催されました。集会には１２組織
３９人が参加し、１日目は記念講演で学んだのち討論を交
わし、２日目は分散会で参加者同士の交流を深めました。

働
く
ル
ー
ル
を
学
ぶ

記
念
講
演
は
全
労
連
常
任
幹
事

で
雇
用
・
労
働
法
制
局
長
の
伊
藤

圭
一
さ
ん
が
、
「
職
場
で
活
か
せ

る
働
く
ル
ー
ル
―
36
協
定
を
軸
に

し
た
労
働
時
間
規
制
の
確
認
と
今

後
―
」
と
題
し
て
講
じ
ま
し
た
。

講
演
で
は
労
働
基
準
法
に
お
け
る

労
働
時
間
の
考
え
方
を
解
説
し
、

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
の
法
的

解
釈
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

続
い
て
36
協
定
の
取
り
組
み
や
、

雇
用
改
革
の
進
捗
と
中
身
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
後

に
は
具
体
的
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
、
参
加
者
ら
は
課
題
に
対
す

る
意
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

済
生
会
病
院
関
係
労
組
の
組
織
化

日
本
医
労
連
の
寺
田
雄
中
央
執

行
委
員
は
基
調
報
告
の
中
で
、
済

生
会
病
院
関
係
労
組
を
取
り
巻
く

現
状
を
報
告
。
全
国
に
は
81
の
済

生
会
病
院
が
あ
る
が
、
介
護
・
福

祉
施
設
を
含
め
る
と
そ
の
数
は
3

0
0
を
超
え
、
圧
倒
的
な
事
業
所

が
未
組
織
で
あ
り
、
組
織
拡
大
と

非
正
規
職
員
の
組
織
化
も
今
後
の

課
題
と
述
べ
ま
し
た
。そ
し
て「
地

域
医
療
構
想
」
や
「
働
き
方
改
革
」

な
ど
激
動
す
る
情
勢
の
な
か
で
職

場
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

施
設
内
に
と
ど
ま
ら
ず
県
医
労
連

や
全
国
の
済
生
会
病
院
労
組
の
仲

間
と
、
課
題
・
行
動
・
情
報
を
共

有
し
運
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

強
調
し
ま
し
た
。

課
題
共
有
、分
散
会

全
体
討
論
で
は
各
病
院
の
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

3
労
組
か
ら
は
病
院
合
併
に
向
け

て
の
動
き
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
ほ

か
春
闘
期
の
賃
上
げ
状
況
や
新
歓

に
つ
い
て
も
事
例
が
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
報
告
を

通
じ
て
、
参
加
者
同
士
が
助
言
し

あ
う
な
ど
活
発
な
討
論
を
し
て
い

ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
新
し
く
結

成
さ
れ
、集
会
初
参
加
組
合
の「
新

組
合
結
成
報
告
」
で
は
、
組
合
活

動
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

2
日
目
の
分
散
会
で
は
、
労
働

条
件
や
夜
勤
・
協
定
な
ど
テ
ー
マ

を
設
け
て
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
お
互
い
の
取
り
組
み
や
、
労

働
条
件
の
具
体
例
を
共
有
し
て
い

ま
し
た
。

感
想
で
は
「
他
組
織
の
労
働
条

件
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
」
「
仲
間
が
い
る

こ
と
を
知
り
心
強
い
」
「
他
の
労

組
に
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

し
た
い
」
な
ど
あ
り
、
運
動
交
流

の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
地
の
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
り
組
み
の
写
真
・
報
告
を
日
本
医
労
連
教
育
宣
伝
局
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
次
回
機
関
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉日
本
医
労
連
・
教
育
宣
伝
局kyo

se
n
@
iro
u
re
n
.

o
r.jp

〈
締
め
切
り
〉5
月
16
日

日
本
医
労
連
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
連
続
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第
2
回
目
を
4

月
18
日
に
開
催
。
憲
法
を
漫
才
で

紹
介
す
る
「
四
谷
姉
妹
」
と
し
て

も
活
躍
中
の
東
京
法
律
事
務
所
所

属
・
青
龍
美
和
子
（
せ
い
り
ゅ
う

み
わ
こ
）
弁
護
士
か
ら
、
「
日
本

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
後
進
国
？
」
と
題

し
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
青
龍
弁
護
士
は
、
日

本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

を
紹
介
し
、
特
に
政
治
参
画
分
野

で
平
均
以
下
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
労
働
分
野
で
は
男
女
の
賃

金
格
差
に
つ
い
て
、
非
正
規
労
働

者
同
士
で
も
「
男
性
よ
り
女
性
の

方
が
平
均
賃
金
が
低
い
」
と
い
う

デ
ー
タ
を
提
示
。
そ
の
背
景
に
は

男
性
は
建
設
業
や
製
造
業
に
多

く
、
女
性
は
医
療
・
介
護
・
福
祉

・
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
多
い
こ
と
が

あ
り
、
産
業
別
の
賃
金
格
差
が
非

正
規
で
の
賃
金
格
差
も
招
い
て
い

る
と
分
析
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

女
性
管
理
職
の
割
合
が
低
い
こ
と

や
、
出
産
・
育
児
で
仕
事
か
ら
離

れ
る
こ
と
も
、
女
性
の
平
均
賃
金

の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
話

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
男
性
の
長
時

間
労
働
が
女
性
の
家
事
・
育
児
負

担
割
合
や
非
正
規
雇
用
を
増
や

し
、
税
・
社
会
保
険
制
度
が
世
帯

別
納
入
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

必
然
的
に
賃
金
を
押
し
下
げ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
制
度

政
策
を
作
る
場
に
お
い
て
も
、
女

性
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
日
本
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

後
進
国
で
あ
る
原
因
と
し
て
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
が
根

強
い
こ
と
も
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

※
第
2
回
の
講
義
は
、
左
記
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
視
聴
は
組
織
内

に
限
り
ま
す
）

https://youtu.be/0vOiw
XvzX_A

☆女性労働者は非正規が多い
☆管理職の女性割合が低い
☆子育てしながら働きにくい職場
☆男性の長時間労働

済生会病院関係労働組合
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全国交流集会

男女の賃金格差４要因

全
国
・
全
世
代
・
全
組
合
員
対
象
世
帯
構
成
不
問

全
国
・
全
世
代
・
全
組
合
員
対
象
世
帯
構
成
不
問

最
賃
生
活
体
験
参
加
者
募
集

MMAAYYDDAAYYMAYDAY第 ９５ 回
メーデー
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（4）第1825号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2024年4月25日

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 日本医労連規約第10条、第11条にもとづき第74回定期大会
の開催を下記の通り告示します。第74回定期大会は、全代議
員の現地参加による定期大会として開催します。

記
1．開催日時
2024年7月16日（火）13時～7月18日（木）12時

2．開催地
三谷温泉 ホテル明山荘
〒443―0021 愛知県蒲郡市三谷町鳶欠14―1

3．大会構成員
規約第13条により大会構成員を次のとおりとします
（1）代議員 183名
（2）特別代議員 青年協・女性協 各2名
（3）役員 中央執行委員 33名

会計監査委員 3名
（4）選挙管理委員 4名

4．大会議事
（1）2023年度会計報告・会計監査報告
（2）第1号議案「2024年度運動方針（案）」
（3）第2号議案「第11次組織強化拡大3か年計画の提案」
（4）第3号議案「2024年度予算（案）」
（5）第4号議案「規定の改正に関する提案」
（6）日本医労連共済「事業報告、事業方針」
（7）2024年度日本医労連役員選挙
（8）その他
詳細は医労連発第181号を参照してください

日本医労連・本部の書記局員を募集します。

医療・介護・福祉関係労働者の賃金・労働条件の改善、

大幅増員をはじめ、安全・安心の医療・介護・福祉の

確立にむけた労働運動に熱意のある方を募集します。

【募集人員】 若干名

【募集条件】 35歳位まで（キャリア養成のため）

【勤務地】 東京都台東区入谷1―9―5

【勤務条件等】日本医労連規約・規定に基づく
（国家公務員に準ずる）

【応募方法】 履歴書（写真添付）、志望動機（A4用
紙1枚400字程度）を下記へ送ってくだ
さい。

【応募締切】 2024年5月8日（水）

【面接予定】 2024年5月中旬を予定

【問い合わせ・履歴書送付先】
〒110-0013
東京都台東区入谷1-9-5 日本医療労働会館3階

日本医労連・総務財政局 電話03-3875-5871

【パズル解答】1823号の答えは「プレーボール」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を5／16（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ :03―3875―6270
E-mail : n-ask@irouren.or.jp

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
業
務
・
事
故
受
付
に
つ

い
て
、
各
労
働
組
合
・
支

部
宛
に
発
文
書
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
の

中
身
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

休
業
日
に
つ
い
て

5
月
1
日
（
水
）
は
メ

ー
デ
ー
の
た
め
事
務
所
不

在
と
な
り
ま
す
。
5
月
2

日
（
木
）
は
通
常
業
務
、

5
月
3
日
（
金
）
〜
5
月

6
日
（
月
）
は
休
業
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

火
災
事
故
の
受
付

通
常
の
時
間
外
・
休
日

と
同
様
、
住
宅
災
害
損
害

査
定
セ
ン
タ
ー
（
0
3
―

3
3
6
6
―
7
9
0
8
）

で
対
応
し
ま
す
。
火
災
事

故
受
付
の
み
で
す
。

自
動
車
事
故
の
受
付

各
地
域
の
自
動
車
共
済

協
同
組
合
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
北
海
道

0
1
2
0
―

2
5
2
―
9
2
4

◎
東

北

0
1
2
0
―

2
4
6
―
2
5
0

◎
関

東

0
1
2
0
―

8
9
8
―
8
1
9

◎
中

部

0
1
2
0
―

3
6
5
―
6
2
5

◎
西
日
本

0
1
2
0
―

2
4
2
―
3
6
5

＊
故
障
等
で
走
行
不
能
の

場
合
、
自
動
車
共
済
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
専
用
デ
ス
ク

（
0
1
2
0
―
8
0
6
―

3
2
4
）
へ

4
月
か
ら
介
護
報
酬
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
（
訪
看
、
訪

リ
ハ
、
通
所
リ
ハ
、
居
宅
療

養
管
理
指
導
は
6
月
改

定
）
。
今
回
の
報
酬
改
定
に

至
る
ま
で
、
①
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
、

②
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止

に
向
け
た
対
応
、
③
良
質
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な

提
供
に
向
け
た
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
、
④
制
度
の
安

定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
、

⑤
そ
の
他
、
の
テ
ー
マ
で
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
は
①
〜
③
に
触
れ
ま
す
。

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
す
す
め
る
う
え
で
、
医
療

と
介
護
の
連
携
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
養
、
老
健
、

介
護
医
療
院
で
協
力
医
療
機

関
を
定
め
る
こ
と
が
義
務
化

（
経
過
措
置
期
間
3
年
）
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は

努
力
義
務
化
さ
れ
、
利
用
者

の
急
変
対
応
や
入
院
し
た
後

の
再
入
所
な
ど
の
連
携
強
化

が
促
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
や
災
害
発

生
時
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
で
き
る
体
制
構
築
の

た
め
、
計
画
策
定
を
徹
底
す

る
観
点
か
ら
、
計
画
が
未
策

定
の
場
合
は
基
本
報
酬
が
減

算
さ
れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
ま
し
た
。
施
設
・
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
施

設
内
で
新
興
感
染
症
発
生
時

等
に
感
染
者
対
応
を
行
う
医

療
機
関
と
連
携
し
対
応
を
取

り
決
め
る
こ
と
や
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
発
生
時
に
病
床
逼
迫

を
避
け
る
観
点
か
ら
、
施
設

内
療
養
を
行
う
こ
と
を
評
価

す
る
加
算
が
新
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

看
取
り
期
の
評
価
に
お
い

て
は
、
居
宅
介
護
支
援
で
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
の
要
件

強
化
、
訪
問
看
護
や
看
護
小

規
模
多
機
能
な
ど
で
は
、
介

護
報
酬
と
診
療
報
酬
で
差
の

あ
っ
た
加
算
点
を
揃
え
た

り
、
短
期
入
所
な
ど
で
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
が
新
設
さ

れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

②
自
立
支
援
・
重
度
化

防
止高

齢
者
の
自
立
支
援
・
重

度
化
防
止
の
制
度
趣
旨
に
沿

っ
て
、
職
種
間
連
携
や
デ
ー

タ
活
用
を
推
進
す
る
視
点
で

議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
自
立
支
援
・
重

度
化
防
止
の
取
り
組
み
に
評

価
が
設
け
ら
れ
た
り
、
老
健

施
設
に
お
け
る
在
宅
復
帰
な

ど
の
促
進
か
ら
指
標
の
基
準

が
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
他
、
社

会
福
祉
士
の
配
置
が
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
改
定
か
ら
本
格

導
入
に
至
っ
た
科
学
的
介
護

の
推
進
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

の
デ
ー
タ
提
出
頻
度
が
「
6

月
に
1
回
」
か
ら
「
3
月
に

1
回
」へ
見
直
さ
れ
て
お
り
、

取
り
組
み
の
効
果
な
ど
が
ブ

ラ
ウ
ザ
上
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

③
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
的
な
提
供
に

こ
こ
で
は
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
、
生
産
性
の
向
上

を
通
じ
た
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
、
効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
テ
ー
マ
が

あ
り
、
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
2
・
5
％
の
賃
上
げ
目

標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
財
源
保
障
が
約

束
さ
れ
た
処
遇
改
善
加
算
の

仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
や
、
加
算
事
態
を
算
定
で

き
な
い
事
業
所
が
あ
る
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。こ

の
論
点
の
柱
で
は
、
ケ

ア
マ
ネ
の
労
働
強
化
と
な
る

取
り
扱
い
件
数
増
や
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
な
ど
一
定
の
条
件

は
あ
る
も
の
の
、
生
産
性
の

向
上
の
点
か
ら
特
定
施
設

（
有
料
ホ
ー
ム
）
の
人
員
配

置
基
準
の
引
き
下
げ
、
老
健

な
ど
に
お
け
る
夜
間
の
人
員

配
置
基
準
の
緩
和
も
議
論
さ

れ
、
報
酬
改
定
で
人
員
配
置

の
引
き
下
げ
が
可
能
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

制
度
改
定
に
現
場
の
思

い
を
反
映
さ
せ
よ
う

介
護
報
酬
全
体
で
は
プ
ラ

ス
1
・
59
％
の
改
定
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
訪
問
介

護
な
ど
の
基
本
報
酬
が
減
酬

と
な
っ
て
い
た
り
、
本
文
で

改
定
内
容
の
一
部
に
触
れ
て

き
ま
し
た
が
、
人
員
配
置
基

準
の
引
き
下
げ
・
緩
和
な

ど
、
現
場
が
求
め
る
改
善
と

は
逆
行
す
る
内
容
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
次
期
改
定
を
待

た
ず
、
産
別
運
動
へ
の
結
集

を
さ
ら
に
強
め
て
抜
本
的
な

制
度
改
善
を
実
現
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

寺
田

雄

日本医労連 第７４回定期大会告示日本医労連 第７４回定期大会告示

介護アクションで介護改善アピールを

書記局員募集

ゴールデンウィークの事故受付

日本医療労働組合連合会


